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研究成果概要 

 ハイパーカミオカンデ建設費の中で光センサーのコストが大きな割合を占める。光センサーの数を
減らすと光量の少ない低エネルギーニュートリノ事象の解析に支障をきたす。そこで集光反射板を光
センサーに取り付けてセンサーの数を減らすアイデアが提案された。試作として、開口部が６４cm、高
さ２４ｃｍの集光反射板をシミュレーションに取り込み、その効果を調査した。結果として平均1.3倍
の光量が得られることがわかった。しかし、集光反射板自体が他のセンサーに対して影を作るため、壁
近傍で生成したイベントに対しては光量が落ちてしまうことが判明した。こうした位置依存性を抑え
るために、高さを調節したデザインを今後開発していく。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図：シミュレーションのデザイン。黄色の線が集光反射板。青い部分が光センサーを示す。 
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